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論 文 内 容 の 要 旨

 〔目的〕Cortisol（以下F）とその前駆物質である11－

deoxycortisol（以下S）の血漿値および尿中遊離値をRIA

によって測定する方法を確立し，各種下垂体副腎皮質疾

患について，これらホルモンの基礎値ならびにACTH

やMetopironeを負荷した際の反応をしらべ，下垂体

ACTHおよび副腎皮質予備能を診断する新しい方法の

開発をはかった．

 〔方法〕抗体はF－21・hemisuccinate－BSAおよびS－3・

oxime－BSAを家兎を注射して作成し，抗原は3H－Fおよ

び3H・Sを用いた． F，Sのroutineの測定には，試料に

ジクロルメタンで1回抽出して用いたが，精細な分析に

はエーテル抽出後Sephadex工H－20カラム（0．8×8．Ocm）

にて各分画を採取してRIAを行なった．

 〔結果〕1）基礎値（a）血漿F：正常安静者の早朝

空腹時の平均値は14．6±9．8（mean±2 SD，以下同様）

μ9／dlでありcushing症候群7例では24．oμ9／dl以上の

高値，異所性ACTH症候群では85．5μ9／dlと著明な高

値を示した．Sheehan症候群， Addison病，ステロイド

投与例では5μg／dl以下の低値を示した．（b）尿中遊

離F：正常安静者は50．2±94．oμg／日であり，正常活動

老は約2倍の値を示した．Cushin9症候群7例では34．0

μ9！日以上の高値であり，異所性ACTH症候群では

43．96μ9／日と著明な高値であった．（c）血漿s：正常

者では測定感度以下であった．（d）尿中遊離S：正常

安静者の93％で検出不能であった．Cushing症候群や慢

性肝炎の大多数では検出可能であり，正常者で検出可能

な場合よりも明らかに高値を示した．

 2）ACTH試験＝Cly1・ACTH（1－18）0．35㎎または

β1’24ACTH O．25㎎を早朝空腹時に1回静注し，血漿Fお

よび前後3時間尿中の遊離Fを測定した．1－18ACTH

および1－24ACTHを負荷した際の尿中遊離Fは正常

者では負荷前各々28．1±22．4μg，33．2±29．8μgから負

荷後117。0±70．2μg，218．1±148．2μg と4倍および7

倍の増加を示した．下垂体性副腎皮質機能低下症では前

値低く無反応．ステロイド長期投与例では，二値低く低

反応に止った．同時に経時的に採取した血漿Fのpeak

値は正常者では1－18ACTH負荷の場合には32．5±6．4，

1－24AcTH負荷の場合には36．3±：14．oμ9／d1で下垂

体性副腎皮質機能低下症では無反応，ステロイド長期投

与例では低反応に止まり，尿中値とよく相関した値が得

られた．

 3）MetoPgrone試験：（a）ラビットMet試験：早

朝空腹時に採血後，Met・1．59を経口投与し，2，4，

6時間後に採血し，血漿FおよびSを測定した．血漿F

は正常者ではMet．投与2時間後に最低となり4，6時

間と増加した．過形成によるCush正ng症候群4例では前

言は高かったが反応型は正常者と同様であった．腺腫に

よるCushing症候群3例では2，4，6時間後も下降を

つづけreboundは認められなかった．血漿Sは正常者で

は，前値は測定感度以下であったが，2，4，6時間と

増加した．過形成例では正常ないし過大反応を示し，腺

腫例では低ないし無反応であった．

 （b）標準Met．試験：Met．3．09／日を2日間経口投

与し，その前後で24時間尿を集め，尿中遊離F，Sを測定
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した．尿中遊離Fは正常者および過形成によるCushing

症候群ではMet．中止後reboundの上昇を認めたが，腺

腫によるCushing症候群では認められず， Met・中止後

さらに下降した．尿中遊離Sは正常者および過形成例で

はMeL投与中増加したが，腺腫例では無反応であっ

た．なおこれらの検体をSephadex LH・20カラムにより

純化した後でも反応の型は同様であった．

 〔結語〕① 尿中遊離FはCushing症候群では著増し

ており，尿中17・OHCSの測定より更に診断に有用であ

った．②尿中遊離Fを指標とするACTH試験は，血

漿Fを指標とする成績とよく相関し副腎皮質予備能をよ

く反映した，③Met．試験における血漿および尿中遊

離F，Sは過形成によるCushing症候群では正常者と同

様の反応型を示した．これに対し腺腫例では低反応で明

らかに異なった反応型を示したため両者の鑑別に有用で

あった．

 尿中遊離F，SのRIAによる測定およびそれを用いた

ACTH試験やMet・試験は尿中17－OHCSや血漿Fの

測定による方法より下垂体性副腎皮質機能検査法として

よりすぐれていることを認めた．

論 文 審 査 の 要 旨

 本論文では，血漿中および尿中に存在する遊離型のcortisolと11－deoxycortisolのradioimmunoassay

法を開発し，それを用いる種々の下垂体性副腎皮質機能検査法を検討して，これらの方法が従来の方

法よりすく・れている事を示したものである．今後この方法に内分泌学の研究や内分泌疾患の診断に広

く用いられることが考えられ，学術上価値ある論文と認める．
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